20181209レムナント教会1部
幸福者の告白(ピリピ1:22-24)
だれでも幸せになりたいという願望があり、それを手に入れるために必死になって追い求めています。人それぞれ、ここに幸せがあるだろうと思う自分勝手な思いで、自分が他の人よりもう少しうまくいけばそこに幸せがあるだろうと思うので、それを追い求めていきます。自分がより認められる存在になればということで、そこをあらゆる方法で追い求めて行くようになります。また、肉体的に豊かになればそこに幸せがあるだろうと思っているので、その経済の豊かさ、あるいは健康などを必死に追い求めるしかないでしょう。それになにかの文句や理由などはありません。生活が裕福になればとそのことを目指して必死に頑張るわけです。あるいは世的な成功を収めたり、なにか自分の目標を達せし、その達成感などに幸せがあるだろうと思うので、それを目指してまた必死に頑張るようになります。ですから、幸せを願い、それを求めるがゆえに、当然、欲が出てきて欲に走るしかありません。他の人よりもう少し、また、いまの状態よりもう少しというような、いろいろな意味での欲求に走るしかないのです。皆がそうなので、皆が幸せを求めているので、その結果、欲と欲がぶつかり合い、衝突するようになります。だから、皆が幸せになりたいのに、そのぶつかることによって争いが起きて、様々な見苦しいことを見るしかありません。その欲に走った場合には、普段はよくわからないでしょうが、損得が関わること、利害関係になった場合には絶対に譲りません。譲らないどころか自分に有利な方向に持っていくためには手段を選ばず、それがヒートアップしていきますと結局、戦争にもなるわけです。そうなるしかありません。皆が幸せになりたいという願望があるのに、かえって欲に走ることによってそうなるしかありません。その利害関係において、自分にとにかく有利な方向に動くのを計算します。動機と言えるかもしれません。結局、幸せになりたいという思いの結果、欲に走るしかないし、そして、計算による動機を持って最終的にはそれによって潰れるしかありません。こういうことがあまりにも見苦しいので、それが嫌になって嫌気が差した場合、このような世界を離れて自然の中に入り、原始人のように自然とともにいること、そこに幸せがあるとなにも欲など持たないで、あるいは宗教を通して心を空っぽにして欲など全部捨てるとそこになにかがあるという方向にもまた行くわけです。どちらが良いかどうかは分かりませんが、クリスチャンの私たちはここで真剣に質問しなければいけません。
Why？なぜここまでして皆が幸せになろうと必死なのか。世の中では幸せになろうというのは当然で当たり前ではないのか。皆に幸せになる権利がありますと叫んでいます。もちろん否定はしません。しかし、そもそもなぜこのようにしてまで、ときには相手を潰してまで、ときには詐欺を働き、不正を働いてまで幸せになろうと必死なのか。それはものすごくシンプルに考えて、幸せがないからでしょう。いま幸せでないからではないでしょうか。聖書的にクリスチャンの言葉で申し上げると、幸せを失ったからです。そこを看過してしまうと、皆が幸せになりたいというのは当たり前なので、それをしっかり叶えるための欲というものもしょうがないのではないかと、クリスチャンの私たちもそうなってしまうかもしれません。だから、クリスチャンとして違う理由を持って、違う人生を生きるべきなのに、以前と幸せに引っかかって欲と動機と欲望を乗り越えることができないわけです。当たり前ではないかとなってしまうので。でも、それはそもそも幸せを失ってしまったところから始まったもがきのようなものなのです。だから、これからは幸せになりたいと皆が頑張っていること、必死になっていることを見て、当たり前だろうと見てはいけません。幸せがないからなのだね。幸せを失っているからなのだね。元々、人間というものは幸せなものでした。創世記1：27、神様が人を造られたときに、人を神のかたち、つまり、神様がともにおられるすごい存在として造られました。つまり、最初から幸せなものとして造られたわけです。人間というものは、神がともにおられること、その状態を幸せと言います。その幸せなものだったので、創世記1：28を見ると、「生めよ。ふえよ。地を満たせ」と祝福を与えられました。つまり、人生を生きることは幸せになるためではなくて、幸せを謳歌するためにあるのです。幸せを味わうために許されているものだったわけです。元々、幸せなものだったので。
そして、その幸せを味わい、幸せを謳歌して披露していくために許されているものが、創世記2：1にあるまことの安息、安らぎ、平安というものです。神がともにおられるわけですから。必死で汗をかいて頑張ることではありませんでした。元々、人間はこういう存在だったということを聖書だけが教えているし、クリスチャンの私だけが知っている秘密なのです。それなのに人間が罪を犯す事によって、この幸せを根こそぎ全部失い、奪われることになりました。ローマ3：23、すべての人が、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができなくなった。これが不幸なのです。経済的に貧しいことが不幸なのではなくて、病気を患うことが不幸ではなくて、他の人、周りから認められないことが不幸や悲しみではなくて、神の栄誉を受けることができなくなった、物理的に申し上げると、太陽の光がまったく遮断され暗闇になってしまったようなことなのです。そこでいままでは朝顔の花や百合の花などいろいろあったでしょうが、太陽が遮断された途端に皆暗やみの中で皆不幸なのです。
そして、残念なのはこのような罪というものが、ヨハネ8：44にあるように「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者」であります。悪魔に惑わされて、結局、悪魔に支配されることになってしまいました。ですから、どんなに暴れていても運命がもう決まっています。ヘブル9：27、「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている」。つまり、取り返しのつかない、解決不可能な不幸の中に閉じ込められることになってしまいました。このときから、これを知らないで生まれてくる人間は幸せではないので、なぜそうなってしまったのか、どこに幸せがあるのか、まことの幸せのことが分かっていないので、自分の頑張りや力などでは絶対に手に入れることのできない幸せを願い、それを追い求めて必死なのです。手に入れることができない幸せのために頑張って必死なのです。ですから、結局はどういう形になるかは別にして、死ぬときまで人生は答えのないものを追い求めつつさまよい続けるしかないわけです。これが、皆が幸せを追い求めて欲求に走る内容の説明です。自分の力で得られない幸せを願い、欲望や欲求に走るようになるので、当たり前にそこで計算による動機などに捕らわれるようになるしかありません。だから、人間の欲、欲求、欲望、計算による動機、利害関係による動機などは、手に入れることのできない幸せを得ようとして必死に頑張るから生まれるものなのです。神様は、このような人間を放っておかずに、不幸にとらわれて一歩もそこから出られない人間を憐れみ、まことの幸せを与えようとされました。だから、人間にとってまことの幸せというものは、自分がうまくいくことや他の人に認められること、経済的に裕福になること、自分の目標を達成すること、また、世的に成功を収めることではなくて、創造主である真の神様と出会い、その神様と一緒になること、それが幸せというものなのです。しかし、人間は幸せになることはできません。罪人なので。だから、神様が不思議な愛をもって人間と一緒になるために、罪人と一緒になるために、わざわざ人間の体をもって会いに来られました。ヨハネ1：14、ことばが人となって、この世に来られました。神様が会いに自ら私たちの世界に入ってこられました。その方が、イエス・キリストです。それで神様と出会い、まことの幸せを手に入れる方法は、道は、一つしかありません。ヨハネ14：6、わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとりとして父に会うことはできません。ここにまことの幸せがあるわけです。私たちになにも要求せずにヨハネ1：12、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人には、神の子どもとなる特権が与えられるとあります。このイエス・キリストを救い主キリストとして心に信じて受け入れること、そのときに私たちは神様と出会うようになります。神様と一緒になります。それを幸せといます。そこにのみまことの幸せがあります。幸せを失った人間が、どこに幸せがあるのか、まったく知る余地が無いので、自分なりにここに行けば、あそこに行けば、こうすれば幸せになるだろうと勘違いして、それを追い求めて欲に走りつつ必死に頑張っているのですが、そこに幸せはありません。ほんとうに幸せがあれば欲や欲望や動機などはいらないものでしょう。当たり前だと思っていたことに対して、なぜそうなるしかなかったのか、本当の正しい理由を理解することによって見方を変えないといけません。欲が当たり前で動機に走ることは当たり前だと思うこと、自分に有利な方向に持っていこうとすること、それはしょうがないといつも思うのでしょうけれどもクリスチャンは違います。それが道徳的に良いか悪いかをいま論ずるつもりはありません。そうしている間にクリスチャンが生きるべき道を生きることが邪魔されるのです。

イエス様が山上垂訓でおっしゃいました。マタイ5：3、「心の貧しい者は幸いです」。心の貧しい者は、イエス・キリストを信じて受け入れる、その思いを持っている者なのです。その人は幸いです。なぜ幸いでしょうか。天の御国がその人のものだからです。だれでもイエス・キリストを信じて受け入れるときに天の御国が臨まれ、つまり、神様がその人の内側に入ってその人と一つになり、一緒になり、永遠に離れることがありません。だから、イエス・キリストを信じて受け入れたもの、心の貧しい者は、だれひとりとして例外なく幸いなものであり幸せな存在です。お金がなくても、たとえ癌にかかることがあっても、今現在、成績が悪くても、家庭内の状況があまりよろしくなくても、会社でいろいろな揉め事があったとしても、周りから無視されることがあったとしても、イエス・キリストを受け入れた者は天の御国を所有しているので幸いなものです。そして、その幸せは自分がうまくいくかいかないか、経済的に豊かになるかそうでないか、成功するかしないなどが一切タッチできない、触ることができない永遠のいのちなのです。そのような幸せこそが幸せです。親が優しいから幸せではありません。ものすごくひどい親元に生まれたとしても、イエス・キリストを受け入れた者は幸せなものであり、だから、その親に対する見方も変わります。幸せを手に入れようとすると親を消さないといけないのです。しかし、すでにイエスによって世の中の人は知らない本物の幸せを持っているので、話がまったく違います。何一つ問題になりません。親が変われば幸になる。こうなれば…という欲などはいりません。イエス・キリストこそが幸せです。クリスチャンの勘違い中の勘違い、20年、30年教会に通い祈りつつ、様々な献身に預かったにもかかわらず、なかなかクリスチャンらしい勝利の人生を歩むことができない理由は、ここが変わらないからです。サタンのひどい刻印なのです。幸せは、私たちが、また、世の中で追い求めて語っている、イメージしているようなことに幸せはありません。それは幸せと言えないのです。幸せというものは、イエス・キリストです。イエス・キリストを信じて、神様が内側にいらっしゃる存在、その状態を幸せと言います。

ですから、幸せを手に入れた者、つまり、クリスチャン、信者は告白の内容が違います。まだ少し修正の部分がいろいろ残ってはいたのですが、創世記13：9を見ると、アブラハムがおいのロトと争うことになりました。アブラハムが言いました。「ロト。おまえが右を選ぶと、私は左にする。おまえが西を選ぶと、私は東にする」。これが幸せの者の告白なのです。なぜなら、幸せだからです。別に東に行けば、ソドムの方に行けば、肉体的に有利な素晴らしいことがいっぱいあること、それを知らないからではありません。あるいは、どこかの宗教で言っているかのように、心がものすごく広くなっているからではありません。そういうことによって幸せが左右される存在ではない。もうすでに幸せなのだから。どういう状況でも、どちらになっても私には構いません。これがクリスチャンの倫理です。道徳によってこうしなきゃ、ああしなきゃではありません。2部の礼拝でも申し上げるつもりなのですが、クリスチャンにとって許されている現実、好ましい現実、嫌な現実、いろいろあります。でも、そのすべてが幸せな者の幸せを披露するためのステージなのです。だから、何一つ問題にならないし、不平不満の材料になりません。なぜ、ついついそうなってしまうのか。いまだに幸せを追い求めているからです。旦那さんによって、奥さんによって、子どもによって幸せになる。とんでもありません。そうすると、イエス・キリストの十字架を真っ向から否定することになるのではないでしょうか。そこを修正しなければいけません。詩篇23：1、主は私の牧場の羊飼いであり、私には、乏しいことがありません。いま逃亡中です。サウル王が自分の王座を守るためにダビデを殺そうとしていました。しかし、ダビデは、すでに幸せな者なので構いません。乏しいことはありません。こうならなくちゃ。こうしなくちゃ。こうだから。そういうことはありません。ダニエル6：10、ダニエルは、王様のハンコが押されて、これを破ると死ぬと分かっていました。死ぬことも私の幸せを奪うことはできません。死の危機の前で自分の永遠なる幸せを披露していくわけです。だから、エルサレムに向かっていつものように1日3度、窓を開けて礼拝を捧げるようにしていました。幸せの者の告白なのです。
今日のピリピの手紙をかいたパウロ、特にピリピ3：8を見ると、いままでパウロが幸せの理由、条件、材料だと思っていた様々な内容、いまも世の中の人々は、それを手に入れるために必死で頑張っているすべての内容をちりあくたと告白しています。それは別に汚いものだという意味ではありません。それは、私の幸せを左右するものではない。私の幸せではありません。いままで騙されていました。キリスト・イエスを知る知識のすばらしさ、そこに本当の幸せがあるし、私はもう幸せなものです。そういった条件、状況、環境が私の幸せを奪うことはできません。それでピリピ4：11-13でも、飢えにも富にも貧しさにも刑務所の外でも中でも、私はどんな境遇においても満足できる秘訣を心得ている。そういったものによって幸せが左右されるものではないので、それに対して欲というものも私はいらないし必要ないのです。そういう告白でしょう。
そして、今日、長老さんを通して読んでいただきましたピリピ1：22-24、だから、他の欲というものがないのです。もし世の中の人々が幸せを願うがゆえに生まれる欲で言いますと、私は世にいる理由がありません。私は幸せな者だから。それはもう済んでいるので、私に欲があるとすれば死んで天国に行って、イエス様と一緒にいることです。この世においてもしも欲というものがあれば他にはありません。私はもうその欲に走ることによって手に入れようとしているその幸せというものは本物でもないし、私はもう幸せを手に入れているものだから、そんなものは私の辞書にはありません。私とは関係ありません。だから、人のたましいを生かすために、この福音をもって世の中のだれでもできない、教授も大統領もお医者さんも学校の先生も親もできない、クリスチャンだけに唯一できる人のたましいを生かす福音宣教のことであれば、私は世にいる理由があります。もし世の中にいて欲があるとすればそれしかありません。まったく違う欲を持つようになります。欲というよりは、願いという表現がいいでしょう。これがまことに幸せな者、パウロだけに限られる話ではなく、クリスチャンの告白です。実際はなかなかそうではないでしょう。いまだに皆さんの悩み、争い、ぶつかりあうことなどの理由は、欲に走り自分に有利な方向に持っていこうとする動機の理由ではないでしょうか。そして、それには苦言ができないほど、仕方がない、当たり前と思っているかもしれません。でも、聖書を通して、クリスチャンだから当たり前ではなくて幸せがないから生まれたものなのです。それに一緒に仲良くずっといつまでも友達にしてはいけないものなのです。なぜなら、私たちはイエス・キリストによって神がともにおられる天の御国を所有している幸せな者、幸いな者、そして、だれもどんなものでも奪い取ることができない永遠の幸せなのです。皆さんがイエスの中にある主がともにおられること、ここで幸せを味わい、ここで幸せを感じて、ここで幸せを告白することができなければ、死ぬときまで欲から自由になれません。余計な戦いに人生を費やすようになるしかありません。見苦しい人生を生きて、周りから見てまったく魅力のないクリスチャンになるので伝道の門が開かれないでしょう。
ですから、今日のメッセージをよく覚えて、皆さんひとりひとりがイエス・キリストにあって自分が無条件に幸せな者だということを確認しなければいけません。いつも申し上げますが、イエス・キリストの中にいるものは、十字架とともに不幸な存在は死んでキリストが私の中に生きるものです。その結果、ローマ8：30で言われているように、もうすでに栄光に富んだ存在であり、この祝福はだれも奪うことができないようにしてあるし、飢えや剣や死、迫害、どんなものでも圧倒的に勝利できる祝福の存在であるし、それどころかローマ8：28を見ると、すべてを働かせて益となると書いてあります。今日のピリピ1：22の前の21節には、生きることはキリスト、死ぬことも益ですとあります。そういう存在です。そういう祝福の幸せな者なのです。これを確認し告白して確信するように、それにとっぷり慕っていただきたいと思います。

だから、前にも申し上げましたように、幸せ、幸福、太陽というものを皆さんそれぞれ持つようにしてください。それで皆さんの心からもこういう告白ができるようにしましょう。もうこれ以上、幸せのたまに欲、欲望、計算よりも動機などに走る必要などありません。それはいらないものです。そうすることによって、なんの願いによって、なにを目指して生きて行くべきなのか。いままでの目指している方向、欲などが全部消えてなくなりいらないものであれば、なにを目指せばいいのでしょうか。パウロのように、だからこそ違う欲、違う願いをもって、天国を目指して、そして、この地上にいる間には、私の欲がもしあれば、このキリスト・イエスのうちにある幸せをたっぷり味わうことが欲なのです。その結果、このまことの幸せを他の人に、さまよっている人々に伝えること、これが私の願いであり、欲急なのです。それで世の中の人々がやっている、いまクリスチャンでも騙されているのですが、幸せを手に入れるためのいろいろな争い、戦いがあります。その時はすべてを譲る語をもってください。そして、勝たないで負けましょう。これがクリスチャンです。負けることです。なぜなら、大学生と幼稚園生が、1＋1＝2、いや3だよという喧嘩の場合、大学生は大事な授業があります。そのときに1＋1＝2だと授業を放ったらかしてそれを証明するために一生懸命頑張るでしょうか。「もう分かった。1＋1＝3だよ」と言って授業に行きます。本当に幸せを手に入れている者であれば。そういう戦いなのです。だから、マニュアル通りに合っている、合っていないではなくて、無条件、全部譲って、そして、争いの場合は負けることなのです。なぜでしょうか。力がないからではありません。その状況は私がすでに幸せなものだからです。そして、私は違う理由、違う欲によって生きるものだということをそこで証明して、披露するために状況なのです。全部がそうです。悪人がいるとだめでしょうか。悪いもの、悪いことを全部消さないといけないのでしょうか。とんでもありません。神様はすべて許されます。すべてがありがたいことです。悪役がなければ主人公は目立ちません。だから、悪役はありがたいのです。それがクリスチャンです。それほどの余裕を持たないといけません。欲は当たり前に思うでしょうけれど、最終的には見苦しい結果になります。しかし、皆なぜそこに走るしかないのでしょうか。元々、そもそも幸せがないからです。幸せがある者は一緒にしないです。プライドが許さないので。大学生のプライドが許さないので全部譲って負けます。
　
（祈り）
愛する天の父なる神様。イエス・キリストの血潮によって、私たちは永遠のいのちの主人公になりました。このすべてが神様のまったき願いです。イエス・キリストにあって条件、状況、環境と関係なく、すでに奪われることのできない、揺れることのない幸せの者であることを確信し、幸せのものとしてすべてを見ていくようにしてください。幸せの者、幸せを味わうことが欲であり、いままでの欲や欲望、野望、動機などはいらないものにして、幼稚な争いから抜け出して余裕を持って聖なる戦いに挑むことができるようにひとりひとりを祝福してください。パウロのように私に欲がもしあれば天国に行くことであり、また、福音宣教の他には欲は私にはありません。すべてを譲り、そして、負ける信者になるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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